








V 要約 

昭和 51～53年にわが国の主要新生児医療施設 116施設に入院した出生体重 1,000g 以下の

未熟児 1,152 例について分析を行い,多くの有意義な知見を得た。 

新生児期死亡率の総平均は 59.8%で欧米の成績に比し遜色のないものであり,また神経学

的後障害や視力障害も想像以上に低率であった。体重区分・在胎週数区分別でも intact 

surviva1 について有力な知見が得られた。今後全国の NICU の充実増設と地域化・搬送の

進歩が進むにつれ,これらはさらに低率になることが期待される。 


